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経営理念・財務ハイライト

足元からのスタイル提案業
　健康的で履きやすい魅力的な靴をリーズナブルに提供すること。
　私たちジーフットは、その経営理念に「足元からのスタイル提案業」というスローガンを掲げながら、 
フットウェアのリーディングカンパニーとしてこれからの時代を先取りするグローバルな展開をスタッフ 
全員で目指していきます。
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売上高 （単位：百万円） 33,009 65,695 33,665 64,601 32,273 59,975 29,475

営業利益 （単位：百万円） △1,988 △4,804 △490 △1,081 118 △805 △523

経常利益 （単位：百万円） △2,088 △5,004 △615 △1,363 △44 △1,273 △630

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益 （単位：百万円） △2,136 △5,523 △800 △1,768 △159 △1,060 △833

１株当たり
中間（当期）純利益 （単位：円） △50.21 △129.81 △18.81 △41.55 △3.74 △24.92 △19.58

１株当たり
純資産額（BPS） （単位：円） △113.80 △191.67 △210.14 △229.29 △232.84 △248.90 △270.97

総資産 （単位：百万円） 37,659 40,250 35,122 32,643 32,464 29,725 33,416

純資産 （単位：百万円） 173 △3,152 △3,938 △4,757 △4,908 904 △34

財務ハイライト

経営理念
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　当中間連結会計期間（2025年３月１日～2025年８月31日）に
おける我が国の経済は、物価上昇により、消費支出は増加してい
るものの靴に対する支出は伸びず、賃金は上昇する一方で実収入
は減少するなど、消費者マインドの低迷がうかがえる環境でした。
　このような環境の下、当社グループにおいては、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により毀損した経営基盤の再構築を実現
させるべく、４カ年（2023年２月期～2026年２月期）の事
業再生に取り組んでおります。当連結会計年度においては、「事
業再生の仕上げ」を進めると共に、成長戦略のための「魅力
的な店舗フォーマットの開発」を開始しております。
　事業再生における重点取り組みである「事業構造改革」にお
いては、黒字化が見込めない店舗を中心に15店舗を閉店し、
お客さまのストアロイヤリティ（信頼度、愛顧度）向上を目的
に地域のお客さま情報や店舗特性に基づいた品揃え・販売サー
ビス改革に取り組んできたアスビーブランド統一（グリーンボッ
クスのアスビーへの転換）では、当中間連結会計期間に33店
舗を実施し、累計では165店舗が転換を終えました。
　「ＭＤ構造改革」においては、「履き心地の良さ」はもちろん、「価
格」、「機能」、「デザイン」のバランスを追求した、当社ＰＢ（プライベー
トブランド）である「ＡＴＨＲＥＡＭ（アスリーム）」で通気性や防水性
の機能をもつランニングシューズや、当社ＰＢ「heal me（ヒール

ミー）」を皮切りに、かがまず手を使わずスポッと履ける機能をもつ
ハンズフリーシューズが好調な販売となる等、機能性を高めた商品
開発を進めた結果、ＰＢ売上高は前年同期比105％となりました。
　「組織・コスト構造改革」においては、前連結会計年度まで
に実施した業務デジタル化による定型業務の効率化（自動化・
簡略化）の定着や店舗人員再配置を進行させました。店舗では、
ＰＣで行っていた業務を店舗スマートフォンへ集約を行い、業務
効率化を進めております。
　「ＥＣ事業の成長と拡大」においては、前連結会計年度導入した

「アスビーアプリ」会員数は、当中間連結会計期間で68万名増加
し、累計アプリ会員数は193万名となりました。ＥＣ事業は、キッズ
強化や大型販促効果により売上高前年同期比105％となりました。
　また、「魅力的な店舗フォーマットの開発」におきましては、当社
の強みであるキッズ部門の強化を図るべく、キッズ新業態「アス
ビーキッズグランデ」３店舗（レイクタウン店、つくば店、盛岡南店）
を開店。また、「アスビーキッズ」は百貨店に計２店舗の出店を行
いました。
　そのような状況の中、当中間連結会計期間における売上高
は、不採算店舗の整理等により店舗数が前年同期から28店舗
減少したこともあり前年同期比は8.7％減少（売上高実績294
億75百万円）となりました。商品別にはスポーツ靴が前年同
期比86.4％と不振でした。なお、当中間連結会計期間末にお
ける当社グループの店舗数は、９店舗の出店と16店舗の退店
を行ったことにより店舗数621店舗（当社単体では614店舗、
当期期首差７店舗減）となりました。
　売上総利益では、３月、４月の売上対策に伴い、戦略的に商品
売価の変更を行い対策を講じたため売上総利益率が低下したも
のの、１アイテム当たりの発注数量を増加させたことによる正価販
売率の改善で売上総利益率を増加させたことにより前年同期比で
横ばい（実績44.3％、前年同期から0.0ポイント減）となりました。
　販売費及び一般管理費は前年同期から６億６百万円減少の
135億79百万円（前年同期比4.3％減）の実績となりました。
　以上の結果、当中間連結会計期間の当社グループの業績につ
いては、営業損失５億23百万円（前年同期は営業利益１億18百万
円）、経常損失６億30百万円（前年同期は経常損失44百万円）、親
会社株主に帰属する中間純損失は８億33百万円（前年同期は親
会社株主に帰属する中間純損失１億59百万円）の実績となりました。
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代表取締役

木下尚久
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トピックス（店舗のご紹介）

売場はお子さまの年代によって世界観を分
け、ベビー＆チャイルド売場は落ち着いた温
かみのある安心できる空間に。ジュニア売場
は大人と同じようにじっくりとデザイン・履き
心地を吟味できる空間で、どの年代のお子
さまにも快適な靴選びをしていただけます。

足のアーチ育成に重要な時期に履くベビー
＆チャイルドアイテムは、アーチ育成にこだ
わった足育（あしいく）提案商品を豊富に
ご用意。ジュニアアイテムは親のこだわり
と子どもの好み両方を叶えるスポーツファ
ッション提案商品を幅広く揃えております。

店内には３D足型計測器を設置。お子さ
まの足のサイズや特徴に合わせて、最適
な靴選びをサポートします。また、はっ水
加工機「インボックス」でのはっ水加工を
お勧めし、たくさん歩き、たくさん遊ぶお
子さまの靴を水や汚れから守ります。

２０２５年３月、イオンレイクタウン店（埼玉県越谷市）とイオン
モールつくば店（茨城県つくば市）、同年4月にイオンモール盛岡
南店（岩手県盛岡市）にてオープンしたアスビーキッズグランデ。
開放感のある売場と300点以上のアイテムで「この店ならうち
の⼦に合う⼀⾜が必ず⾒つかる」という満⾜感・安⼼感を体感
いただけます。
明るく広々とした店内と豊富な品揃えでワクワク・楽しい親⼦の
靴選びをお届けする店舗です。

アスビーキッズグランデアスビーキッズグランデ

世界観を分けた快適な売場 ピッタリが見つかる豊富な品揃え 当社ならではのサービス
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トピックス（新しい取り組み・商品のご紹介）

■ 新しい取り組みのご紹介

足や靴に関する知識と計測方法を学んだ「フ
ィッティングアド バイザ ー」は現 在 約
2,700名在籍しています。今年度より資格
の更新制度がスタートし、足のお悩みに合
わせたインソールや、流行の靴の特徴を学
び、よりお客さまにお喜びいただける接客
ができる販売員育成に力を入れています。

社内資格「フィッティングアドバイザー」

従業員の多様な働き方の推進を図るため、
時短勤務や勤務地の配慮、男性の育児休業
の取得促進などの取り組みを行っており、
24年度の育児休業取得対象者は男女とも
全員が育児休業を取得しました。復帰後は
４～７時間の時短勤務が可能で、現在も育
児をしながら働く社員が多く活躍しています。

育児休業取得の推進

従業員の健康状態を心身ともに向上させる
ことを目的とし、健康診断受診率100％
や、任意検診の受診率向上のための社内報
配信、喫煙率低下のための取り組みなどを
行っています。それら取り組みが評価され、
健康経営優良法人2025（大規模法人部門）
の認定を受けました。

健康経営優良法人2025認定

■ プライベートブランドのご紹介

「MADFOOT!」マッドフット

お子さまの健やかな成長を足元から支える
キッズシューズ「MADFOOT!」。抗菌イ
ンソールや防水機能、幅広設計など、それ
ぞれのお子さまに必要な機能を備えた商品
を多数ラインナップ。

充 実 の 機 能 と 履 き 心 地 を 追 求 す る
「ATHREAM」。25年春に発売した透湿防
水シューズはその履き心地の良さと、高い
機能性、コストパフォーマンスの良さでご
好評いただいております。

「ATHREAM」アスリーム「heal me」ヒールミー

歩きやすさ、履き心地にこだわりながら、
デザインにも気を抜かない「heal me」。
手を使わずにスッと履ける「すぐスポ」シ
リーズは、その豊富なデザインと履き心地
の良さでご支持いただいております。
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科目 第55期
2025年8月31日現在

資産の部

流動資産 29,657

固定資産 3,759

有形固定資産 627

無形固定資産 13

投資その他の資産 3,118

資産合計 33,416

負債の部

流動負債 32,344

固定負債 1,107

負債合計 33,451

純資産の部

株主資本 △ 259

資本金 3,764

資本剰余金 15,094

利益剰余金 △ 19,114

自己株式 △ 4

その他の包括利益累計額 224

純資産合計 △ 34

負債純資産合計 33,416

科目
第55期

2025年3月 1 日から
2025年8月31日まで

売上高 29,475

売上原価 16,418

売上総利益 13,056

販売費及び⼀般管理費 13,579

営業損失 △ 523

営業外収益 17

営業外費用 124

経常損失 △ 630

特別損失 191

税金等調整前中間純損失 △ 822

法人税等 10

中間純損失 △ 833

親会社株主に帰属する中間純損失 △ 833

科目
第55期

2025年3月 1 日から
2025年8月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 2,296

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 204

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,842

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 658

現金及び現金同等物の期首残高 1,629

現金及び現金同等物の中間期末残高 970

連結財務諸表

（単位：百万円）

中間連結貸借対照表（要約）
（単位：百万円）

中間連結損益計算書（要約）

中間連結キャッシュ･フロー計算書（要約）
（単位：百万円）
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会社の概要（2025年8月31日現在）

商号 株式会社ジーフット
（英訳名　GFOOT CO.,LTD.）

設立 1971年10月
資本金 37億64百万円
従業員数 760名（他、フレックス社員2,660名）
本社 東京都中央区新川一丁目14番１号
事業内容 紳士靴、婦人靴、スポーツ靴及びインポー

ト雑貨の販売
店舗数 621店舗

⑴ 発行可能株式総数 144,000,000 株
⑵ 発行済株式の総数 42,580,900 株
⑶ 単元株式数 100 株
⑷ 株主数 36,083 名
⑸ 大株主

株主名 当社への出資状況
持株数（千株） 持株比率（％）

イオン株式会社 26,350 61.9

有限会社高田 900 2.11

イオンフィナンシャル
サービス株式会社 670 1.57

会社概要 株式の状況

役員

個人・その他
35,747名（99.07％）

金融機関
3名（0.01％）

その他国内法人
175名（0.48％）

外国法人・外国人
140名（0.39％）

自己株式
1名（0.00％）

証券会社
17名（0.05％）

100単元以上
1,000単元未満
40名（0.11％）

5単元以上
10単元未満

356名（0.99％）

10単元以上
100単元未満

4,425名
（12.26％） 5単元未満

31,246名（86.59％）

自己株式
1名（0.00％）

1,000単元以上
15名（0.04％）

●所有者別株主数

●所有単元別株主数

代表取締役 木 下 尚 久
取締役 熊 谷 直 義
取締役 三 浦 隆 司
取締役（社外） 柴 田 昭 久
取締役（社外） 川 内 由 加
常勤監査役（社外） 笠 島 和 滋
監査役（社外） 石 津 　 卓
監査役（社外） 松 浦 由 子
監査役 向 後 周 一
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本社　東京都中央区新川一丁目14番1号

事業年度 毎年3月1日から翌年2月末日まで

定時株主総会 毎年5月

基準日
定時株主総会の議決権 2月末日
期末配当金 2月末日
中間配当金 8月31日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

各種お問い合わせ先
郵便物送付先

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目 8 番 4 号
フリーダイヤル　0120－782－031（代表）

公告方法

電子公告
ただし電子公告による公告ができない場合は、 
日本経済新聞に掲載します。

（アドレス）https:// www.g-foot.co.jp/ja/announce.html

上場金融商品取引所 東京証券取引所スタンダード市場及び 
名古屋証券取引所プレミア市場

単元株式数 100株

株主メモ
株主優待制度のお知らせ
毎年２月末日及び８月31日現在の株主名簿に登録され
た100株以上所有の株主さまに対し株主優待券を贈呈。

所有株式数 優待内容
100株以上

1,000株未満
株主優待券1,000円
（1,000円券１枚）

1,000株以上
2,000株未満

株主優待券5,000円
（1,000円券５枚）

2,000株以上 株主優待券10,000円
（1,000円券10枚）

イオンラウンジ会員証について
毎年２月末日の株主名簿に登録された1,000株以上 
所有の株主さまに対しイオンラウンジ会員証を贈呈。
詳細はイオンラウンジホームページをご確認ください。
https://www.aeon.com/aeonapp/service/lounge

■イオンラウンジ会員証に関するお問い合わせ先
　ジーフットIR担当　03-5566-8215
　（受付時間：10時～ 16時　土日祝日は除く）

ホームページもご覧ください
https://www.g-foot.co.jp/
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